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有する銅酸化物高温超伝導体の母物質La2CuO4であり，~ 300 Kで最大値~ 10 W/Kmを示すκspinが観測されている．


























Ba2Cu3-xMxO4Cl2 (M = Pd, Co, Ni; x = 0.03) の大型単結晶を育成し，それぞれの熱伝導率を測定した． 
 Ba2Cu3-xMxO4Cl2 (M = Pd, Co, Ni; x = 0, 0.03) 単結晶は浮遊帯域溶融法（FZ法）で育成した．育成した単結晶試料
については，背面ラウエ写真と粉末X線回折によって試料評価を行い，単相で高品質の単結晶であることを確認
した．また，ICP-MSの結果から，不純物はほぼ仕込み値通り置換されていることが分かった．磁化の結果から，
CuAサイトのスピンが反強磁性転移する温度TN2は，x = 0における~ 336 Kから，Pd，Ni置換によって低下し，Co


























































































0 100 200 300
x = 0
Co x = 0.03
Ni x = 0.03











































 以上のように，Ba2Cu3O4Cl2の κ[110]において，70 K以上の高温に 310 Kで最大値~ 7 W/Kmを示す大きな κspinを
初めて観測した．この κspinの大きさは銅酸化物高温超伝導体の母物質の κspinと同程度であることから，Cu3O4面
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図4．各 κ
[110]
から κ
phonon
を差し引いた熱伝導率κ
spin
の温度依存性．Qは熱流を表す． 
